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インターバンクの声 （2016 年 7 月 13 日） 
 

ニューヨーク市場の終盤、ドル/円は１０４円９８銭まで円売りが進んだ。欧州連合 

（ＥＵ）からの離脱を決めた先月２４日の英国民投票前の水準まで戻したことになる。 

参議院選挙での自公与党の圧勝の後、安倍首相が大型経済対策を打ち出す考え

を表明し、確かに日本国内でも資金が株式に向かっているが、ここ数ヶ月間散々痛

い目にあってきた日本人にはなかなか株式に投資する勇気は出て来ない。昨夜も

英ＦＴこそ小幅安で終わっているが、その他の欧州株、そしてニューヨーク株は軒並

み続騰している。ＮＹダウ平均は昨年５月に付けた最高値を更新した。いつもながら

外人勢の思い切りの良さには感心するばかりだ。昨日は５０ドルを割って以降も下げ

が続いていた原油価格が大幅に上昇している。この２日間で米国１０年債利回りは０．

１５％の上昇、５年債は０．１３％上昇している。久々に日米金利差を意識させたこと

も円売りを加速させたが、市場参加者の多くは２６－２７日の米連邦公開市場委員

会（ＦＯＭＣ）で利上げがあるとの考えまでには至っていないはずだ。正直１０５円で

ドルは買い難い。 
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